



























































































































































































都大学に基礎物理学研究所（Research Institute for Fundamental Physics）が創
設され、その初代所長に彼が就任する時を俟たねばならなかった。なお、この研
究所は平成二年（1990年）以降、英語名のみが湯川理論物理学研究所（Yukawa 



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































recognition of his varied and significant writings in which he champions 
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から湯川秀樹

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4
と近代以後
4 4 4 4
との、さしあたり分水嶺ともなり
うれば、その里程標ともなりえたからに他ならないので、念のため。
もっとも、そのような近代以前と近代以後との、その違いを際立たせるべく、
この講演の中で湯川秀樹の持ち出している「季」という語は、これを単に「季」
という形で用いれば、こちらは近代以前の俳諧用語となるし、さらに遡れば、そ
れは連歌用語や和歌用語にまで辿り着き、その射程を、どんどん日本文学の淵源
にまで、それどころか、その母胎である中国文学にまで、はるかに引き延ばさざ
るをえないことになる。また、それとは逆に、これを季語や季題という言い回し
によって一括りにすれば、それが近代以後の、いたって新しい、ちょうど湯川秀
◆ 80
樹の生まれた頃の、まさしく明治四十年（1907年）あたりに姿を見せたものであ
ることにもなりうるであろう。とは言っても、そのような近代以前と近代以後と
の間に横たわる、ある種、日本文学の一里塚を踏み越えて、おそらく湯川秀樹が
「和歌」という語を、とりわけ「短歌」という語と対比させながら、これを愛好し
ていたであろうことも、ここで確認し、強調するべきであろうが。
ともあれ、彼が「和歌」という語で捉えていたのは、特に在原業平や、何より
も西行の歌であったけれども、彼らの歌に対する傾倒ぶりは、まず小学生の頃の
『百人一首』から始まり、やがて中学生や高校生の時分、今度は『伊勢物語』や
『山家集』へと、ひたすら耽溺する時期を彼は過ごすことになるのであるが、それ
と共に注目したいのは、その記憶が彼の父や母や、祖父や祖母や、要は家族の、
はるかな血脈
4 4
へと流れ込んでいくことであろう。しかも、その記憶は何度も何度
も、彼が追懐しているごとく、あの京都の冬、居間の炬
こ
燵
たつ
で蜜柑を食べながら、
彼が貪り読んだ西行へと、絶えず結晶していくのであって、それは彼の自覚的な
故郷が、たとい京都ではあっても、それが無自覚的には、より和歌山と通底する
ものであることを告げている。そのような故郷の歌を、この場は「二人の父」か
ら借り受け、これを一旦、本節の表題（10：）に掲げることで本稿は筆を擱く。
「父
ちち
母
はは
の／めぐみも深
ふか
き／この国
くに
の／山
やま
の蜜
み
柑
かん
の／黄
き
ばむ頃
ころ
かな」
主要参考文献：
湯川秀樹著作集（岩波書店）
湯川秀樹『現代科学と人間』（1961年、岩波書店）『本の中の世界』（1963年、岩波新書）『外的世界と内的
世界』（1976年、岩波書店）
随筆集：『現代日本のエッセイ・自己発見』（1972年、毎日新聞社）『随想集・心ゆたかに』（1976年、筑摩
叢書）『現代の随想・湯川秀樹集』（1983年、彌生書房）『湯川秀樹エッセイ集・科学を生きる』（2015
年、河出文庫）『湯川秀樹・詩と科学』（2017年、平凡社STANDARD BOOKS）
対談集：『人間にとって科学とはなにか』（1967年、中公新書）『学問の世界』（1970年、岩波書店）『半日
閑談集』（1971年、講談社）『人間の再発見』（1971年、角川選書）『科学と人間のゆくえ・続半日閑談
集』（1973年、講談社）『天才の世界』（1973年、小学館）『続・天才の世界』（1975年、同上）『人間
の発見』（1976年、講談社）『続々・天才の世界』（1979年、小学館）
文庫本：『最近の物質観』（1939年、弘文堂）※講談社学術文庫（1977年）『目に見えないもの』（甲文社、
1946年）※講談社学術文庫（1976年）『旅人』（1958年、朝日新聞社）※角川文庫（1960年）『創造的
人間』（1966年、筑摩叢書）※角川ソフィア文庫（2017年）『創造への飛躍』（1969年、講談社）※講
談社文庫（1971年）『宇宙と人間・七つのなぞ』（1974年、筑摩書房）※河出文庫（2014年）『湯川秀
樹歌文集』（2016年、講談社文芸文庫）
生井英考『空の帝国アメリカの20世紀・興亡の世界史19』（2006年、講談社）
伊東俊太郎・坂本賢三・山田慶児・村上陽一郎（編集）『科学史技術史事典』（1983年、弘文堂）
金子務『アインシュタイン・ショック（1・2）』（1981年、河出書房新社）『アインシュタインはなぜアイ
ンシュタインになったのか』（1990年、平凡社）
河合隼雄・佐藤文隆（編）『日本人の科学・現代日本文化論13』（1996年、岩波書店）
81 ◆
桑原武夫・井上健・小沼通二（編）『湯川秀樹』（1984年、日本放送出版協会）
小沼通二『湯川秀樹の戦争と平和』（2020年、岩波ブックレット）
桜井邦朋『湯川秀樹・白紙の講義録』（2000年、黙出版）
佐藤文隆『科学と幸福』（1995年、岩波書店）『量子力学のイデオロギー』（1997年、青土社）※増補新版
（2011年）『物理学の世紀』（1999年、集英社新書）『科学者の将来』（2001年、岩波書店）『湯川秀樹
が考えたこと』（2002年、岩波ジュニア新書）『宇宙物理への道』（2002年、同上）『孤独になったアイ
ンシュタイン』（2004年、岩波書店）『アインシュタインの反乱と量子コンピュータ』（2009年、京都
大学学術出版会）『職業としての科学』（2011年、岩波新書）『量子力学は世界を記述できるか』（2011
年、青土社）『科学と人間』（2013年、青土社）『科学者には世界がこう見える』（2014年、同上）『科
学者、あたりまえを疑う』（2015年、同上）『歴史のなかの科学』（2017年、同上）『量子力学が描く希
望の世界』（2018年、同上）『ある物理学者の回想』（2019年、同上）『「メカニクス」の科学論』（2020
年、同上）
佐藤文隆（監修）湯川・朝永生誕百年企画展委員会（編集）『素粒子の世界を拓く』（2006年、京都大学学
術出版会）※新編（2008年）
菅野礼司（他）『東の科学・西の科学』（1988年、東方出版）『科学と自然観』（1995年、同上）
高内壮介『暴力のロゴス』（1973年、母岩社）『湯川秀樹論』（1974年、工作舎）※第三文明社（1993年）
『古代幻想と自然』（1985年、工作舎）『詩人の科学論』（1987年、現代数学社）『詩人と文明の修羅場』
（1997年、雁塔舎）
田中正『物理学と自然の哲学』（1995年、新日本出版社）
中野不二男『湯川秀樹の世界』（2002年、PHP新書）
野家啓一『科学の解釈学』（2013年、講談社学術文庫）『科学哲学への招待』（2015年、ちくま学芸文庫）
馬場錬成『ノーベル賞の100年』（2002年、中公新書）
広重徹『近代科学再考』（1979年、朝日新聞社）『科学の社会史（上・下）』（2002年、岩波現代文庫）
廣松渉『相対性理論の哲学』（1981年、日本ブリタニカ）※改訂版（1986年、勁草書房）
福永光司『荘子』（1955年、朝日新聞社）
益川敏英『湯川秀樹』（2011年、NHKこだわり人物伝）
松村由利子『短歌を詠む科学者たち』（2016年、春秋社）
宮田親平『科学者たちの自由な楽園』（1983年、文藝春秋）
村上陽一郎（編）『日本の科学者101』（2010年、新書館）
山﨑國紀『思索する湯川秀樹』（2009年、世界思想社）
米沢富美子『人物で語る物理入門（上・下）』（2005年・2006年、岩波新書）
